取扱説明書 

CD ポータブルシステム _ 
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抽帽歴 



お買い上げありがとうございます 

使用の前に 

この「取扱説明書」をよ < お読みのうえ、正しくお使い < ださい。 

特に別紙の「安全上のごを意」は、必ずお読みいただき安全にお使いください。 
そのあと保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。 


な 

ユー ザー登録 

のおずずめ 

L _ 

お買い上げいたださました製品について「ユーヴー登録」をお願いいたし 
ます。ご登録いたださますと製品のサポート情報、ビクターの製品情報や 
イベント情報の提供サービスなどをご利用いただけます。また、今後のよ 
りよい製品開発のためのアンケートにちご協力をお願いいたします。 

•下記アドレスのホームページより、ご登録ください。 
http://www. victor, co.jp/reg/ 


Microsoft , Windows Media は 、 Microsoft C 日の oration の米国及びその他の国における登 
録商標または商標です。 


©2009 Victor Company of Japan, Limited 


LVT2063-005D 
0909 YOMMDWMTS 


本機を設置ずるとさは 

本機の通風孔をふさびないで < ださい。通風孔 
をふさぐと内部に熱びこもり、乂災の原因となる 
ことびあります。特に次のことにを意してくださ 
い。 

-あお向けや横倒し、逆さまにしない 
. 本箱、押し入れなど風通しの悪い狭い所に押し 
込まない 

-テーブルク□ス、新聞、力ーテンなどで通風孔 
をふさびない 

-本や雑誌などをのせない 
-じゆうたんや布団の上に置かない 



側面 



付属品の確認 


お使いになる前にお確かめください。 


U モコン 

RM-SRCEZ 已 7 



単 4 形乾電池 (2 本) 



はじめに 



CD /ファイル/カセットテープについて 


再生できる CD とファイル 


CD 

下記のマークのある CD を再生す 
ることびでさます。 

n COMPACT n COMPACT 

抽日昼歴 团日昼歴 

n Lq DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

n7?^i-rn ^7 iReWri ね blel 


ファイル 

• 音楽 CD 

• MP 3/ VVMA ファイル 


• CD 規格に D - DA ) に準拠しないディスクにつ 
いては、動作や音質を保証でさません。 


CD を再生する際には、に D □ゴマーク」の 
有無や、パッケージのごを意をお読みになり、 
CD 規格に準拠するディスクであることをお 
確かめください。 


CD - R / CD - RW のごま意 


お客様が編集した CD - R / CD - RW ディスクは、 

ファイナライズ処理されているディスクに限り 

本機でお楽しみいただけます。 

• CD - R / CD - RW ディスクを作成するときは、ディ 
スクフォーマットを 「 IS 日9660」にしてくださ 
し、また、パケットライトち式 ( UDF フォーマッ 
卜)は使用しないでください。 

• ディスクの特性•記録状態•傷巧れ、またはプ 
レーヤーのレンズの巧れ•結露などにより本 
機で再生できないことびあります。 

• ディスクの使用上のごミ主意をよくお読みください。 

• CD テキストの表示には対応しておりません。 

• 音楽用の CD フォーマットまたは MP 3 /VVMA 
ファイルじ I 外で記録したことのある CD-RW 
ディスクは、いったん全曲を消去してくださ 
し、そのまま使用すると、突然大さな音び出 
てスピーカーを破損するなどの原因になります。 

• MP 3/ VVMA ファイルの入った CD - R / 
CD - RW は、通常の音楽 CD よりも読み取りに 
時間びかかります。（フォルダやファイルの構 
成により読み取り時間は異なります。） 


MP 3/ WMA ファイルのご注意 


• 再生できる MP 3/ VVMA ファイルは「机が」 
または r . wmaj の拡張テびついているファイ 
ルです。（大文字と小文字び混在した拡張テち 
可） 

• MP 3/ VVMA ファイルはヴンプ U ング周波数 
44.1 kHz と、転送レート1 28 kbps ( MP 3). 
96 kbps ( WMA ) の周波数で作成することを 
おすすめします。本機では 64 kb |3 sl ； rF のビッ 
トレートで作成されたファイルは再生でさま 
せん。 

• MP 3/ VVMA ファイルの再生順は、録音時 
に意図した順序と異なることびあります。 
( MP 3/ VVMA ファイルを含まないフオルダ 
は無視されます。） 

• 本機は CD 1枚あたり曲を己1 ] ffi 、フオルダを 
2已己個まで、 US 目機器]台あたり曲を999 
曲、フオルダを2已己個まで認識できます。これ 
らを越える曲/フオルダは認識できません。 


USB 機器のご注意 


-本書では MP 3/ WMA の説明をする場合、 

「ファイル」と「巧」は同じ意味で使っていま 
す。 

-録音状態や記録ち法によっては再生でさな 
し制 P 3/ VVMA ファイルもあります。その場 
合、再生でさないファイルはスキップされま 
す。 

• 次のような US 目機器は使用しないでください。 

-定格び電圧日 V 、消費電力日0日 mA を超え 
ている 

-セキュ U ティー機能のような特殊な機能び 
搭載されている 

-2つじ I 上の区画に分かれている 

• ソース信源)び US 目のときのみ US 目機器を充 

電できます。 

• 本機の電源び入っているときに US 目機器対ま 

ずさないでください。再生中に US 目機器をはず 

すと本機や USB 機器の故障の原因となります。 


• USB 機器を接続したりはずしたりするときには、 

音量を最小にしてください。 

• USB 機器の再生について 

-接続するときは、 USB 機器の取扱説明書もご 
覧ください。 

-一度に複数の US 目機器を接続しないようにし 
てください。また、 USB ； V ブは使用しないでく 
ださい。 

-収録されているファイルび多いほど、本機の読 
み込み時間び長 < かかります。 

-本機は US 目 2.0 フルスピードに対応していま 
す。 

- USB 機器に入っている MP 3/ VVMA ファイルを 
再生でさます(最大転送速度は 2 Mbps )。 

- 2ギガバイト iU 上のファイルは再生できませ 
ん。 

- USB 機器のなかには、本機で再生できないも 
のびあります。 

また、本機は DRM ( Di 呂 ital Rights 
Mana 呂 ement ) には対応していません。その 
ため、パソコンでインターネットからダウン □- 
ド購入したファイル(著作権保護されたファイ 
ル)などは再生でさません。 


MP 3/ WMA のフオルダ/ファイルの 
構成 


本機では下記のように MP 3/ WMA ファイルを再 
生します。 

USB 機器内の MP 3/ WMA ファイルの再生順風ま、 
録音時に意図した順序と異なる場合びあります。 


階層]; 

階層 2 

階層 3 

階層 4 

階層己 

◎: 

-よ① 
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-よ⑤ 

L 加 


— よ Q ) 

H 05 ~h 

下 加 

下^⑩ 

L £ U / 為 

フォ レダの再生順序/ファイルの再生順序 


カセットテープについてのご注意 


• カセットテープの始めには、録音でさない U — 
ダーテープびあります。録音するときはあらかじ 
め再生して U —ダーテープを巻さ取っておいて 
<ださい。 

• C - 12日や C -1 已日などの長時間テープは、使用 
しないでください。長い時間の録音または再生 
に便利ですび、テープび薄く伸びやすいため、機 
械内部に巻さ込まれる原因となります。 

. 本機は、ノーマルテープ ( TYPED の再生/ 
録音に対応しています。八イポジションテープ 
(T 丫 PEn) やメタルテープ (T 丫 PEIV) は、特性 
び異なり、メタ j レテープはヘッドの摩擦を早める 
ためご利用でさません。再生/録音してち正し 
し信質にはなりません。 


主な仕様 


電池を入れる 


電池の+と一の向さを正し < 入れてください。 


本体 




リモコン 


単 4 形乾電池(付属品) 




• U モコンを操作してち本機び反応 
しないときは、新しい電池と交換 
して < ださい。 


お知！5せ 


• 電源コードをコンセントに差し込んでいるとさは、電池からは電源供給されません。 
• 本機を連続して操作したり、寒い場所で操作すると、電池の消耗び早くなります。 


ごま意 


• 付属の乾電池は動作確認用です。早めに新しい乾電池と交換してください。 

• 乾電池は、「安全上のごを意(別紙)」をお読みの上、正しくお取り扱いください。 


CD プレーヤー部 

USB 部 


形式 

CD ポータブルシステム 

仕様 

USB 2.0 フルスピード規格 
対応 

ヴンプ U ング 
周波数 

44.1 kHz 

対応機器 

US 目マスストレージクラス 
機器 

チヤンネル 
数 

2チヤンネル•ステレオ 

ファイル 

システム 

FAT 16. FAT 32 

周波数特性 

20 Hz 〜20 kHz 

USB 
出力電源 

DC 己 V =已〇 0 mA 


チューナー部 


対応ファイル 
形式 

MP 3 /WMA 

受信周波数 

FM :76 .日 MHz 〜90.日 MHz 

共通部 



AM : 已3日 kHz 〜1，6日日 kHz 

スピーカー 

10 cm (コーンスピーカー X 
2).4 0 

アンテナ 

FM : □ッドアンテナ 

実用最大 

2 W + 2 W ( JEITAVAC ) 


AM : フェライトコアアンテナ 

出力 

入力端テ 

己日日 mV /47 kO 

カセットデッキ部 

出力端子 

PHONES (ステレオミニ X]) 

トラック方式 

コンノてクトカセットステレオ 

電源 

AC 100 V 50 Hz /60 Hz 

録音ち式 

交流バイアス 


DC 12 V 単1形乾電池 X 8 

消去ち式 

マグネット消去 

消費電力 

電源入時 ] 8 VV 

ヘッド 

消去(マグネット） 


電源切時 ]VV 


録音•再生 

最大外形 

幅407 mm X 高さ] 47 mm 


コンビネーション X] 

寸法 

X 奥行き2日4 mm 

周波数範囲 

ノーマルテープ:6日 Hz 〜 

質量 

約 2.7 kg (電池なし） 


12.5 kHz ( JEITA )* 



早卷時間 

約170秒 ( C -60) 



電池持続時間 





使用乾電池 

CD 再生時 

単1形マンガン乾電池 

約9時間 ( JEITA )* 

単1形アルカ IJ 乾電池 

約2日時間 ( JEITA )* 


周囲の温度や使用状況、電池のメーカーや種類により、上記の電池持続時間と異なることびあり 
よ9 〇 


• 本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更することびあります。 

• * は JEITA (電子情報技術産業協会)の測定法に基づ <数値です。 

\_ J 


よりよくお使いいただくために 


お手入れについて 


本体のお手入れ 

パネル操作面び巧れたら柔らかい巧でからぶきして 
ください。巧れびひどいとさは水で巧をしめらすか、 
中性洗剤を少し布につけてふさ、あとはからぶきし 
て < ださい。 

• シンナーやベンジン、アルコールなどの化学薬品で 
而いたり、殺虫剤をかけないで < ださい。変色した 
り表面の仕上げをいためることびあります。 

CD プレーヤーのレンズのお手入れ 

レンズの巧れは音飛びなど演奏びでさなくなる原因 
になります。 

CD ドアを開け、図のようにレンズを清掃してください。 

• ほこりなどは市販のク U —ニングキットのブロ 
ワーを使って、はさ出してください。 

• 市販の CD レンズク U - ナー惟式タイプ)をご利 
用願います。 

ブロヮー 



CD の取り扱いとお手入れ 

出すとさ 


入れるとさ 



CD にテープやシールなどを張ったり、字を書いた 
りしないで < ださい。 

CD は a げないでください。 

ノ V —卜や巧などの形をしたシエイプ CD (特殊形状 
の CD ) は、絶対に使用しないでください。故障の 
原因となります。 

CD をお手入れするときは、ほこりやゴミ、指紋な 
どを柔らかい巧でふさとってください。 



必ず内側から 連続したキズは音飛び 

外側へ の原因となります。 

• シンナーやベンジンなどの溶剤は絶対に使用し 
ないで < ださい。 

カセットデッキのヘッド部のお手 入れ 

音び小さ < なったり音質び悪 < なる前に、およそ 
1日時間使うごとにヘッドやピンチ□-ラー、キヤプ 
スタンを清掃してください。 

ピンチ□ーラー ヘッド(録音/再生） 



キャプスタン ^ X \消去用ヘッド 

• 市販のク U - ニングキット(綿棒とク U - ニング 
液)を使うと便利です。 

カセットテープの取り扱いについて 

• テープにたるみびあると、卷 
き込まれたり、故障の原因に 
なります。使用する前にち図 
のようにたるみを取り除いて 
<ださい。 

• テープを引さ出したり、テー 
プ面に触れないで<ださい。 



矢印ち向に 
鉛筆を回す 


大 切な録音を消 さないために(カセットテープ 1 

カセットテープには誤消去防止用のツメ (タブ)び 
ついています。 

• ツメを折っておくと録音(消去)びできなくなり、 
誤って消し 
てしまうこ 

とび防げ目面用ツメ A 面用ツメ 

ます。 



セ□八ンテープ 


再び録音した 
し化きは、ツメ 
の穴をセ□八 

ンテープなどでふさざます。 



故障かな？と思った5 


ビクターホームぺージ （ httpy / www . victor . cajp /) から最新の製品 Q & A 情報をご覧いただ 
けます。サービス窓□にご相談になる前に、下記の項目をチェックしてみてください。 

カセットデッキ __ 


共通 

電源び入5ない 

■►電源コードの接続を確認してください。または、 
本体の電池を新しいわのと交換してください。 

再生時の音びルさすざる 

■►本体の電池び消耗していませんか。新しい電 
池と交換してください。 

一カセットデッキのヘッドび巧れていませんか。 
清掃してください。 

リモコンか5本体を操作でさない 

一 U モコンと本体の U モコン受光部との間び遮 
られていませんか。 

-► U モコンの電池び消耗していませんか。新し 
い電池と交換してください。 

音芦び聞こえない 

一音量び最小になっていませんか。 

■►ヘッドホンび接続されていませんか。ヘッドホ 
ンを外してください。 

ラジオチューナー 

雑音び多 < 放送び聞きづ5い 

■►アンテナの向さは適切ですか。アンテナを調 
節してください。 

外部 IM 

音芦び聞こえない 

一機能スイッチは 「 AUDI 日 IN 」 に設定されてい 
ますか。 

■►外部機器の接続は正しくされていますか。 

■►外部機器の音量び最小になっていませんか。 

CD プレーヤー 

CD び再生できない 

一機能スイッチは 「 CD / US 目」にセットされてしなすか。 

-► CD び逆さまに入れられていませんか。ラべ 
ル面を上にして入れてください。 

一 CD またはレンズび巧れていませんか。 CD ま 
たはレンズを清掃してください。 

一湿気により水滴びついていませんか。使用す 
る前に電源を入れて数時間お待ちください。 


音芦び聞こえない 

■►機能スイッチは「テープ/電源切」にセットさ 
れていますか。 

再生ボタンを押してちカセットテープび動かない 

■►一時停止 ボタンび押されていませんか。もう 
一度 一時停止 ボタンを押すと動さます。 

録音でさない 

■►カセットテープの誤消去防止用のツメび折ら 
れていませんか。ツメの穴をセ□ノ V ンテープ 
などでふさいで<ださい。 

■►カセットテープは入っていますか。カセット 
テープを入れてください。 

カセットテープの速度び不規則である 

ーピンチ□ーラーかキヤプスタンび巧れていま 
せんか。ピンチ□ーラーかキヤプスタンを清 
掃して < ださい。 

一本体の電池び消耗していませんか。新しい電 
池と交換するか、コンセントから電源を供給 
して < ださい。 

USB 

USB 機器か5の音芦び遮5れる。 

■►ファイルは適切な周波数で作成されましたか。 
►ファイルは正しく USB 機器に録音されてい 
ますか。 

上記の処置をしても正しく動作しないときは 

本機はマイコンの働きで、多くの動作を行って 

います。万一、どのボタンを押しても正しく動作 

しないときは、一度電源コードを外し、しばらく 

待ってからつなざ直してください。 

. 本機の故障または不測の事態により、録音•再 
生【しおいて利用の機会を逸したため 【 C _ 発生し 
た損害等の補償については、ご容赦ください。 

• 大切な録音の場合は、必ず事前に試し録音を 
して正常に録音でさることを確認してからお 
使いください。大切なデータはノ くソコンなどに 
ノ くックアップを取っておくことをお勧めします。 









































































































































































































基本操作 


CD / テープ/ラジオを選ぶ 


機能スイッチをスライドさせて「 CD / USB 」 、 
「テープ/電源切」、 「 FM / AM 」、「 AUDI 日 IN 」 
を選びます。 


が/。 が窗 



CD / USB ： 

CD / USB を再生するときに選びます。（に D / 
US 巨を聞く」をご覧ください。） 

テープ/電源切： 

カセットテープを再生するとき、または本機の電 
源を切るとさに選びます。（「テープを聞く/録 
音する」をご覧ください。） 

• カセットテープを再生すると、電源び入ります。 

FM / AM ： 

FM / AM 放送を聞くときに選びます。（「ラジオ 
を聞 <」をご覧 <ださい。） 

AUDIO IN ： 

他の外部機器(デジタ j レオーディオプレーヤー 
など)の音声を聞くときに選びます。 


ステレオ S ニプラグ 
(0 3.5 mm ) audio … 




AUDIO IN に接続した他のオーディオ機器から 
の音声びルさすざる場合、接続したオーディオ 
機器の音量をあげてください。 

• 外部機器に付属の取扱説明書を参照してく 
ださい。 


機能スイッチ CD ドア 


音量つまみ 


ラジオ選局つまみ 
FM / AM スイッチ 



音量を調節する 


表示窓 


電源を切る 


カセットホルダー 


ヘッドホンで聞く 


音量つ まみを 回して、音量を調節します。 機能スイッチを「テープ/電源切」に合わせます。 市販のヘッドホンを、背面の PHONES 端テに接 

• 電源を入れる前や、カセットテープを再生する • 機能スイッチび「テープ/電源切」になっていると続します。 

前には音量を最小にしてください。 さも、カセットテープを再生でさます。 


音量を小さ< 


音量を大さく 




靴 

/\ uo 、 o、N 



ステレオ S ニプラグ 
(0 3.5 mm ) 



ヘッドホンを接続している間は、 スピーカーから 
は音び出ません。 

ヘッドホンを接続する施こ、音量をルさくしてく 
ださい。 


テープを 聞</録音ず る 



再生する 


機能スイッチを r テープ/電源切」に合 

b 邮 、が 

プ /雪棘が 

few 


回磬搞朔 I 手前にして、ヵセット 

^—テープの 進行ち向 


停止/取化し 



カセットホルダーを閉めるときは、「カチッ」と音 


4音量を調節する 


再生を停止する 

停止/取化し 


• テープび卷さ終わると、自動停止します。 


再生を一時停止ずる 

-時停止 


• 再開するにはもう一度 一時停止 ボタンを押しま 


す。 


早送り/巻戻しする 


びするまで確実に押して閉めてください。 


早をり~ または 巻戻し 


3 


録音する 


1 録音するソース(音源)を準備する 

• ラジオ放送を録音するとさ 
機能スイッチを「 FM / AMJ に合わせ、録音 
したい放送局を選びます。（「ラジオを聞 
く」をご覧ください。） 

• CD / US 目から録音するとさ 
機能スイッチをに D / US 目」に合わせ、 

CD を入れるか、または US 目を接続します。 
(「 CD / US 目を聞く」をご覧ください。） 

-お好みの曲順で、曲を録音したい場合は、 
「好さな曲順で再生する(プ□グラム再 
生)」をご覧ください。 

• 外部機器から録音するとさ 
機能スイッチを 「AUDIO IN 」 に合わせ、外 
部機器を接続します。 

2 録音用のカセットテープを入れる 

本纖ま、ノーマルテープ (T 丫 PEI ) に限り録 
音でさます。 

3 録音をはじめる 


• 録音ボタンと一緒に再生ボタンち押し下げ 


られます。 


• CD / US 目から録音するときは、シンク□録 
音機能により、 CD / USB の再生び同時に 
始まります。 


録音を停止する 

停止/取出し ボタンを押します。 

• テープの片面を卷さ終わると、録音ち停止し 


3|再生ずる 



◄◄ 


• テープを巻き終えたら 停止/取出し ボタンを押し 
て、解除します。 


ます。 

• CD / US 目、外部機器の録音のとさは 
-テープの片面の録音び終わると、 CD/USB 
の再生は自動的に一時停止します。ただし、 
外部機器の再生は停止しません。 


- CD / USB 、 外部機器の再生び停止してち、 
テープは録音を続けます。録音を停止する 
には、 停止/取出し ボタンを押します。 


AM 放送を録音中に… 

AM 放送を録音するとき、ピーとし巧音(ビート 
音)び気になる場合は、ビートカットスイッチを 
切り換え、軽減される方を選んでください。 



お知5せ 


• 録音中ち音量を調節でさます。録音に適した 
音量び自動的に設定されており、音量調節の 
影響を受けません。 

• 録音中、テレビと本機との距離び近すざると、 
録音した音声は雑音び多くなることびありま 
す。録音中はテレビの電源を切るか、テレビと 
本機の距離を離してください。 

• 本機では USB 機器への録音はできません。 


録音した内容を消去する 
(無音録音） 


機能スイッチを r テープ/電源刚に合わせ 
る 


2 録音を開始する 



ラジオを聞< 



基本操作 


I 能スイツチを 「 FM / AM 」 に合ねせ 


靴: 

‘ぃ。び0が 


選局をする 

周波数を下げる 




周波数を上げる 


2 FM / AM スイッチで 「 FM 」 または 
「 AM 」 を選ぶ 


MHz 

90 

89 

88 



周波数の目盛を見なびら選 
局つまみを回して、聞さた . 
い放送局に合わせます。 


xIOkHz 

160 

140 

120 

100T 

80 ♦ 
70 


53 

AM 


音量を調節する 


FM 放送をモノラル受信する 


FM ステレオ (FM ST ) 放送び雑音で聞きにくい 
場合は、モノラル受信 ( M 日 N 0)に切り換えてくだ 
さい。モノラル受信にすると聞きやすくなること 
びあります。 


FM ST い . . MONO 

1 2 
BEAT CUT 





立 

1 ◎ 

C 

◎ 



0 



\ 




ステレオ受信に戻すには 、 「FM ST 」 に合わせて 
<ださい。 


アンテナを調節する 


FM 


- 

==*Y ^- \ 

TT 

◎ 

Sil 

V !1 

vJ 


1/ 


AM 

AM アンテナは本機に内蔵されています。本機の 
向さを調節して AM を受信してください。 



聞こえにくい場合は、本機を窓際に設置すると、 
よく受信でさます。 

本機は AM ステレオ放送には対応していません。 


CD/USB を聞< 


本体 



音楽 CD 、 MP 3/ WMA ファイルを記録した CD や USB 機器を再生します C 


リモコン 


再生する 


装を入れる、または USB 機器を接続 



A PUSH 

o 


回に D 」 または rUSB 」 を選ぶ 




一の'苦:證度、が 

\1卜か 


崎 i ' w 本体 

いまたはい SB つ 

儀雜 


团音量を調節する 

停止ずる 

本体 

日 

一時停止する 

本体 


U モコン 

6 


U モコン 

►/II 

〇 


U モコン 


II 


》または厂 


日の 


狂の％'日弓] 


I 「 

総曲数または総フオルダー数 

再生ずる 


もう一度 ►/!! ボタンを押すと、再生を再開します。 
US 目機器を再生中には、 (! 風び表示されます。 
MP 3 ファイルを再生中には、び表示されま 
す。 

VVM A ファイルを再生中には、 (1 D び表示されま 
す。 


本体 


U 南ン 
〇 




U モコンを使用すると 
きは、 U モコンを U モ 
コン受光部にまっすぐ 
向けて < ださい。 



巧を選ぶ 

本体 

1(1^)) または リ 


U モコン 
または 


フオルダを選ぶ ( MP 3/ WMA のみ） 

再生中に… 

1 「FOLDER」 を表示させる 

本体 IJ モコン 


a 

ブ□グラム/ 
フォルダ 


ブ□クフム/ 
フオルダ 

〇 


I ^ FOLDER I 

L 瓶 3 l 


フオルダ番号 


2 「FOLDER」 び点滅中に、フオルダを選択する 


本体 

または 

早戻し/早送りする 

再生中に… 

本体 

Ij ^)) または 
押したままにする 


U モコン 
または 


U モコン 
または 


押したままにする 


好さな®順で再生する 
(プ□グラム再生） 


好さな曲を好さな順番で再生することびでさま 
す。最大2日曲まで設定でさます。 

プ□グラムを設定ずる 

停止中に… 

1 プ□グラム画面を表示させる 

本体 リモコン 

a 


プ□グラム/ 
フォルダ 


フオルダ 

〇 


甲曰 


SRAM ^ 


] 番目の曲び選べるよ 
ラになります。 


2 設定する巧を選ぶ 

本体 
0または 


U モコン 
または 


3 プ□グラムに曲を追加する 

本体 IJ モコン 

〇 帶 

す為ム. 〇 

I • 次のプ□グラム番号び 

イト' UC ' I 三点滅します。 


4 手順 2 か 53 をくり返す 
5 プ□グラムを再生する 

本体 


U モコン 

►/II 

〇 

■ボタンを押すとプ□グラム設定を中止し 
ます。 


プ□グラムを編集する 

1停止中に プ□グラム/フォルダ ボタンをくり返し 
押して編集したい曲のプ □グラム 番号を選ぶ 
• プ□グラムの最後に巧を追加するには、最 
後のプ□グラム番号を選び、 プ□グラム/ 

フォルダ ボタンを押します。次のプ□グラ 
ム番号び表示され、 a の追加びでさます。 

2左記の手順 2 から 3 をくり返して新しし個を 
選ぶ 

プ□グラムを消去ずる 

停止中に■ボタンを押す 

• 「 PR 日 GRAM 」 表示び消えます。 

• 下の場合もプ□グラムは消去されます。 

- CD ドアを開けたとさ 
-本機の電源を切ったとさ 
-テープまたはラジオに切り換えたとさ 
- USB 機器を取り外したとき 


<り返し再生する/ 
ランダムに再生する 


再生ち法を選ぶ 

本体 リモコン 

〇 H 

リピ-卜/ランダム fflHp 

ボタンを押すごとに、再生ち法び次のように切 
り換わります。 



表示窓 

再生ち法 

REPEAT1 

] 曲のみくり返します。* 

REPEAT 

フオルダ内の曲をくり返しま 

FOLDER 

す。 （ MP 3/ VVMA のみ） 

REPEAT 

すべての®をくり返します。* 

RANDOM 

ランダム(無作為)な順序で 
ffi を再生します。 


くり返し再生/ランダム再生を解除するには、 
上記の表示び消えるまで、同じボタンをくり返し 
押します。 

* プ□グラム再生中でちくり返し再生操作を行 
うことびでさます。 


























































































































































































































































































































































































